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　やすぎ地区本部は６月22日、安来市総合文化ホール「アルテピア」で第10回地区別総

代説明会を開催し、当日は総代総数79人のうち64人の総代に出席いただきました。

　総代説明会では、第10回通常総代会の資料説明とやすぎ地区本部の令和５年度事業報

告や令和６年度事業計画の説明、また事業改革の取組経過や各事業の状況について報告

を行いました。その後、質疑応答のなかで様々な意見・要望をいただき、地区本部役員

や本店役員より回答を行いました。

■ 令和5年度 財務・事業実績 （単位：百万円）
区分 項目 金額

財　　務
事 業 利 益 93
経 常 利 益 169
当 期 剰 余 金 137

信用事業
貯 金 69,991
貸 出 金 16,178

共済事業
長期共済保有高 202,691
短期共済新契約掛金 513

購買事業 購 買 品 供 給 高 1,483
販売事業 販売品販売・取扱高 2,753

業績還元実施額 2

■ 組織概要 （令和６年３月末時点）

組 合 員 数
（単位：組合員数）

正 組 合 員 5,075人

准 組 合 員 7,657人

役 員 数
理 事 2人

（うち常勤1人）

地区運営委員 21人

職 員 数
正 職 員 109人

そ の 他 70人

第10回地区別総代説明会
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　ＪＡ自己改革の目標である農業者の所得増大・農業生産の拡大・地域の活性化に向けた
取り組みを進めることを基本とし、行政機関等と連携した新規就農者の育成支援や営農組
織の設立・運営支援、安心・安全な農畜産物の生産販売等に継続的に取り組みます。また、
ライフイベントに応じた資金提供や資産形成、将来への備えに関する提案を行うとともに、
健康管理活動や食農教育活動などのくらしの活動に取り組み、豊かな地域社会の実現に取
り組みます。
　一方、事業やサービスの基礎となる安定的な経営基盤の確立に向けて、地域の実情を考
慮しながら事業収支改善の観点から必要な見直しをすすめます。

　その他、職員の処遇、営農指導の充実、総代定数、稲カメムシ対策等、様々な意見・要望をいた
だきました。

総代説明会

やすぎ地区本部 令和6年度事業計画＜基本方針＞

食料・農業・農村基本法について、生産物への価格転嫁ができるよう、
ＪＡから発言をしてほしい。

中央会を通じて、農林水産省に対して意見をしている。また、島根県選出の国会
議員にも要請している。

中山間地は高齢化が進んでおり、農作業の受託事業者も居なくなっ
てきている。担い手育成等も頑張っておられるが今後５年、10年後
が心配。中山間地のことも考えてほしい。

集落営農組織を設立する等の方法があるが、地域で話し合いが必要である。話を
してみたい地域があれば、ＪＡに相談してほしい。

インボイス登録を行っていないが、こうした農家に対してどのよう
な対策を取っているのか。

それぞれの農家によってケースが異なるので、ＪＡへ相談してほしい。

広瀬支店と栄町店が一つになって新しい広瀬支店が建つが、旧建物
については今後どのようにされるのか。

旧広瀬支店はできるだけ早急に解体したい。栄町店についても解体の方向で検討
している。また、直売市開催の要望をいただいているので、検討していきたい。
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　安来市立母里小学校の五年生10人は７月３日、「米づくりのさかんな地域」を
テーマに、利弘カントリーエレベーターとやすぎ精米センターで社会科見学を行
いました。児童たちは、
収穫されたお米が各家
庭に届くまでの流れ、
各施設の役割、安来の
米づくりについて説明
を受けた後、各施設を

まわって設備などを見学し、熱心に耳を傾けてメモを取っていま
した。見学した児童は「普段は行けない所を見せてもらって、自
分が知らないことをたくさん知ることができて良かった」と喜ん
でいました。

　やすぎ地区本部は７月７日、松江市古志原の島根県立松江工業高等学校体育館で「島
根かみあり国スポ2030」に向けて活躍する成年男子島根選抜バレーボールチーム
「バシレイア島根」に金芽米を贈呈し、選手らを激励しました。当日はバシレイア島
根、少年高校選抜の選手、スタッフや関係者ら約30人が出席。米穀課の西村雅晴課
長は「皆さんの力が十分に発揮できるよう、食の分野で応援するので頑張っていただ

きたいです」と金芽米を手渡し、受け取ったバ
シレイア島根キャプテンの田部瑞樹さんは「あ
りがとうございます。８月の中国ブロック大会
に向け、食事も活用して体力面のケアをしっか
りと行い、試合に挑みます」と感謝を伝えまし
た。また、当日参加者に金芽米おにぎりを試食
してもらい、お米の理解と食育を行いました。
試食した選手は「甘味があって、とても美味し
かった」と話しました。

　安来市立安田小学校の五年生13人は、総合的な学習の一環でバケツ稲作
りを行いました。６月18日にＪＡ職員からバケツ稲の置き場所、水の管理
等を教わりながら伸びた稲の観察をしているとヒエが混じっており、ヒエを
取り除く作業も行いました。ヒエが多かったバケツには稲を植えなおしてい
ます。児童たちは「稲だと思って育てていたら、ヒエだったのでビックリし
た」と驚いた様子でした。
　６月28日には伯太町
のお米作りについて、児

童たちがそれぞれ質問や問題点などを持ち寄り、全員で議論する形式で
授業が行われました。米農家が減ってきている要因、害虫・益虫の種類、
新しいブランド米はどのように出来るのかなど時間いっぱい議論し、「お
米作りで大変な事や、不思議に思っている事など詳しく知れて良かったで
す」と授業に満足していました。また、児童たちは「秋の収穫に向けてバ
ケツ稲の管理を頑張っていく」と意気込んでいました。

安田小学校　総合的な学習でバケツ稲作り

母里小学校　児童が社会科見学

金芽米でバシレイア島根（バレー選抜チーム）を激励
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　安来市立第二中学校の三年生１人は６月27～28日の
２日間、なかうみ菜彩館で職場体験をしました。この学
習は生徒が職業観を学び、自らの適性の発見や、地域へ
の理解と貢献、将来の生活について考える機会となるよ
う体験を通して学ぶものです。当日は、店員から指導を
受けながら商品の納品チェックや品出しなどの業務を行
いました。体験した生徒は、「お店の中ではどんな仕事を
しているか知ることができました。色々と覚える事も多
かったですが、体験できて良かったです」と話しました。

　６月23日に沢地区子ども農業体験活動の生き物調査をしま
した。この活動は自然とふれあう楽しさと地域の人との交流
を目的に、(農)とねの里SAWA、沢寿会、沢町おやこ会、沢
町自治会、やすぎ地区本部が協力して毎年開催されています。
　当日は前日からの雨が続き、あいにくの天気となりました。
参加した10人の子どもたちから「雨でも行きたい」と声が
あがりましたが、安全のため公会堂の中で紙芝居や田んぼの
生き物図鑑を使って学びました。参加した子どもたちは「田
んぼに見に行きたかったなぁ」と残念そうに話していました。

　安来農林振興協議会は７月４日、利弘集畜場で安来市種畜共進会を開催
し、当日は同市内の肉用種牛９頭、乳用種牛６頭の出品がありました。４
人の審査員が牛の体積や均称、品位などを厳正に審査し、肉用種牛の部は
倉井毅さん出品の「ひみさくら４号」、乳用種牛の部は砂流啓二さん出品
牛（２区首席）がグランドチャンピオンに輝きました。また、肉用種牛の
部の各首席・次席牛４頭は、島根県種畜共進会への出品が決定しました。
　倉井さんは「牛の素質にも恵まれました。この牛のお陰で私も元気に牛
飼いができました」と話し、砂流さんは「自家育成の後継牛の改良の積み
重ねと、牛を見る目が養われてきた事が良い結果に繋がっていると感じる。
良い牛が出せて良かった」と話しました。
　島根県東部農林水産振興センター松江家畜衛生部の福田智大部長は「非
常にハイレベルで大きな差が無く、皆様方が熱心に励まれた日々の飼養管
理技術の賜物であると感じた」と講評。やすぎ地区本部の中尾武本部長は
「畜産を取り巻く情勢は大変厳しいが、生産者、行政機関、ＪＡが一致団
結して、困難を乗り越えていけるよう取り組んでいく」と話しました。審査結果は次のとおりです。

安来市種畜共進会　開催

第二中学校生徒が直売所で職場体験 沢地区　親子生き物調査

若雌牛区
▽首席＝倉井　毅「ひみさくら４号」
▽次席＝柴田俊夫「はなとしひめ号」
▽良賞＝高野真二「なつこ号」
　　　　田口好美「ほしのあい号」

成雌牛区
▽首席＝柴田慎二「いちご号」
▽次席＝森脇　曉「もりなおひさ号」
▽良賞＝足立敦志「ばれんたいんでえ号」
　　　　祖田美貴恵「ゆきこ号」
　　　　中尾　豊「ふくひさ号」

グランドチャンピオン
倉井　毅「ひみさくら４号」

グランド
チャンピオン
砂流啓二（２区首席）

未経産牛 １区
▽首席＝砂流啓二　
▽次席＝高野真二
▽良賞＝寺田　禎

未経産牛 ２区
▽首席＝砂流啓二
▽次席＝寺田　禎
▽良賞＝原田孝雄

肉用種牛の部 乳用種牛の部
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　柚愛ちゃんは活発で元気な女の子。スイミングスクールで練
習をとっても頑張っていて、大きくなったら水泳の選手になりた
いなって教えてくれました。誰とでもすぐ仲良くなれて、優しく
しっかり者な柚愛ちゃんは、保育園の先生からも頼られているん
だそうです。最近は生き物を飼うことに興味津々で、家ではどじょ
うやカタツムリを育てているけど、一番飼ってみたいのは犬なん
だそうです。そんな柚愛ちゃんは小学校が待ち遠しいそうで、お
気に入りの水色のランドセルで早く登校したいなって、嬉しそう
にお話ししてくれました。
　陽菜ちゃんは、いつもニコニコマイペースな女の子。その笑
顔で家族みんなを癒してくれます。大好きなお姉ちゃんの後を
追いかけて、お姉ちゃんのマネをして一緒に遊ぶのが楽しいよう
です。家でも外でも、よく走って遊んで元気いっぱい！最近のマ
イブームは積木やブロック遊びで、色んなことに興味が湧いてき
たのかもしれませんね。
　ディズニープリンセスに憧れている仲良し姉妹の２人は、家族
みんなでディズニーランドに行ってみたいんだそうです。きっと
楽しい旅行になりますね。
～お父さん・お母さんより～
「いつも楽しく笑い合ってる仲良しのゆあちゃん、ひなちゃん
を見て、パパとママはたくさん元気をもらって幸せだよ。こ
れからもどんどん色んなことにチャレンジしていく２人を全
力で見守っていくね。２人が大きく成長していくのが、とっ
ても楽しみです」

M I R A I
k i d s

安来の元気なこどもたちを紹介します！安来の元気なこどもたちを紹介します！

高 橋 柚
ゆあ

愛 ちゃん（５さい）

陽
ひな

菜 ちゃん（１さい）のの たちたち

安来梨選果場安来梨選果場
TEL：0854-22-3755TEL：0854-22-3755（FAX兼）（FAX兼）
やすぎ地区本部 生産流通課やすぎ地区本部 生産流通課
TEL：0854-28-7800　FAX：0854-28-6780TEL：0854-28-7800　FAX：0854-28-6780

お問い合わせ先

　今年も梨のシーズンを迎え、ＪＡしまね安来梨選果場では梨の直売所を下記の
通りオープンいたします。皆様のお越しを心よりお待ちしております。

『安来の梨』

直売所オープンのお知らせ

日程 令和令和６６年年８８月月2233日日（金（金））～～９９月月９９日日（月（月））
時間 午前午前９９時～午後時～午後３３時まで時まで　初日８月2初日８月233日のみ13：00から日のみ13：00から

場所 安来梨選果場安来梨選果場（下坂田町1027-1）（下坂田町1027-1）

内容 梨の直売梨の直売、、および進物の地方発送受付。および進物の地方発送受付。
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ＪＡしまねやすぎ地区本部では、全国に通用するレベルの高
い米づくりを目指す管内の生産者を育成するため、米・食味
分析鑑定コンクール：国際大会に出品される皆さんを支援し
ます。
支援内容は下記のとおりですので、われこそはと思われる方、
ふるってお申し込みください！

米・食味分析鑑定
コンクール：国際大会

に出品される方を支援します！

１．支援内容
　コンクールへの出品１点に対して定額２千円と出品料の振込手数料、出品物の送付を
支援します。出品される方の負担は、コンクール出品料（４千円～５千円程度）から支
援金２千円を差し引いた金額となります。

２．提出物
　出品される方は出品１点ごとに、やすぎ地区本部所定の申込書、
コンクール出品用紙、玄米２㎏（米の精部門は３㎏）を営農経済
部生産流通課に提出してください。（複数出品可、ただし１品種
につき１点）

３．コンクールへの出品
　コンクールへの出品は、やすぎ地区本部が取りまとめて送付します。

４．申込方法
　出品を希望される方は、令和６年９月１８日（水）までに
生産流通課（電話28－7800／担当：長谷川）までご連絡ください。

※申し込みは期限厳守でお願いいたします。
※申し込まれた方には、後日、出品要項や提出書類等をお渡しします。

５．その他
　優秀な成績を収められた方は全国表彰されるほか、ＪＡ広報紙

「しまねびより」に掲載します。
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　令和６年７月の全国主要子牛市場平均価格
（全農・畜産生産部７月18日現在速報）は、雌
457,830円（前月比98％）、去勢569,802円（前
月比97％）、計520,189円（前月比98％）で“続
落”の取引となっています。
　本県７月の子牛市場は隠岐、西部、中央で
開設され771頭の取引があり、平均価格は隠岐
388,973円（前回比５千円安）で“保合”、西部
493,753円（前回比９千円高）で“堅調”、中央
503,912円（前回比39千円安）で、“下落”の取
引となりました。
　隠岐市場は出荷月齢や体重にバラツキがあっ
たものの、発育良好なものも多くみられました。
西部市場は出荷月齢や体重にややバラツキがあ
り、発育良好なものがみられた反面、過肥気味
の牛が散見されました。中央市場は地域によっ
て若干バラツキが見受けられましたが、去勢で
は発育良好で体積感に富む牛も多く見受けられ
ました。
　全国的に枝肉単価が下落傾向ですが、このよ
うな状況であるからこそ、購買者に好まれる子
牛育成に努める必要があります。引き続き「骨
格と胃袋のできた牛」の上場により、購買者に
支持される「しまね和牛」子牛市場として、関
係者が一丸となって取り組み「子牛の品質向上」
に努めましょう。
　梅雨明けも近づき、連日の猛暑が予想されま
す。繁殖母牛や子牛が体調不良とならないため
にも、牛舎の通気性を良くするなど飼養管理に
も十分心掛けましょう。

全国は“続落”、本県は隠岐で“保合”、西
部で“堅調”、中央で“下落”の取引となる。

７月子牛市場県外移出頭数
山口県 宮崎県 兵庫県 福岡県 滋賀県 岐阜県 佐賀県 その他 合計 県外移出率

雌 19 5 23 0 18 7 6 10 88 51.76%
去 17 30 0 20 0 6 4 7 84 38.53%
合計 36 35 23 20 18 13 10 17 172 44.33%

（頭数評価含）

島根中央子牛市場
（単位：円・頭）

地区区分
種別区分 安来地区 伯太地区 広瀬地区 地区平均 中央市場

雌
平均価格 506,314 441,100 485,100 496,711 468,531
頭　　数 14 2 2 18 111
最高価格 624,800 442,200 530,200 624,800 635,800

ヌ
キ

平均価格 599,225 519,933 590,260 581,556 533,003
頭　　数 8 3 5 16 135
最高価格 728,200 575,300 685,300 728,200 825,000

総 平 均 価 格 540,100 488,400 560,214 536,638 503,912
合 計 頭 数 22 5 7 34 246

【税込価格】

肥育センター５等級評価牛（７月出荷分）
血統 種別 枝重 格付 BMS 備考

美津金幸－百合茂－平茂勝－菊谷 去勢 530.6㎏ A5 11
直太郎－安福久－百合茂－安福165の９ 去勢 490.2㎏ A5 11
美津金幸－勝忠平－平茂勝－第５隼福 去勢 548.6kg A5 11

市 況 動 向

幸せを運ぶ鳥として知られる「コウノトリ」が安来市内の水田でたくさん目撃されています。この写
真は折坂町付近で撮影したもので、遠くから見ても大きな体で凛々しい顔をしているなと感じました。
コウノトリが多く目撃されるということは、この地域の自然がとても豊かであることの証であり、人間
にとっても住み良い環境が保たれていることを示しているのだそうです。

紹 介 コ ー ナ ー

9月の外務日は
18日（水）・19日（木）
担当職員がお伺いします。

税務相談会日程
●安来東支店 ９月３日（火）10時～12時
●伯 太 支 店 ９月３日（火）13時30分～15時30分
●広 瀬 支 店 ９月17日（火）10時～12時
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